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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、連結子会社であるセコニック電子福島事業所（以下「本件子会社」という。）が、平成27年８月末に実施し

た実地棚卸において棚卸資産の帳簿残高が44百万円過大計上となっていた事実の発見を受け、直ちに社内調査委員会を

立ち上げ、当社の会計監査人と連携しながら、本件の事実確認、原因究明等の調査を行いました。

　その結果、当該事実は、本件子会社の一部棚卸資産の受払管理等に関する誤謬であったこと、また、その発生は、平

成22年３月期以前であることが判明したことから、平成23年３月期決算の期首に遡及して自主的に訂正することを決定

いたしました。

　これらの決算訂正により、当社が平成26年11月14日に提出いたしました第80期第２四半期（自　平成26年７月１日　

至　平成26年９月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）財政状態の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第79期
第２四半期
連結累計期間

第80期
第２四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (百万円） 4,526 4,477 9,572

経常利益 (百万円） 81 160 162

四半期純利益又は当期純損失

（△）
(百万円） 40 56 △168

四半期包括利益又は包括利益 (百万円） 210 246 △90

純資産額 (百万円） 5,614 5,490 5,261

総資産額 (百万円） 9,439 9,539 9,211

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり当期純損失金

額（△）

(円） 2.37 3.31 △9.82

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
(円） － － －

自己資本比率 (％） 59.5 57.6 57.1

営業活動によるキャッシュ・

フロー
(百万円） △164 △489 △282

投資活動によるキャッシュ・

フロー
(百万円） △60 △114 173

財務活動によるキャッシュ・

フロー
(百万円） △93 300 △194

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
(百万円） 1,706 1,465 1,726

 

回次
第79期
第２四半期
連結会計期間

第80期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）
(円） △1.72 6.42

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第79期第2四半期連結累計期間、第80期第2四半期連結累計期間及び第79期(平成26年3月期)の潜在株式調整

後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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　　（訂正後）

回次
第79期
第２四半期
連結累計期間

第80期
第２四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (百万円） 4,526 4,477 9,572

経常利益 (百万円） 81 160 162

四半期純利益又は当期純損失

（△）
(百万円） 40 56 △168

四半期包括利益又は包括利益 (百万円） 210 246 △90

純資産額 (百万円） 5,570 5,446 5,217

総資産額 (百万円） 9,395 9,495 9,167

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり当期純損失金

額（△）

(円） 2.37 3.31 △9.82

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
(円） － － －

自己資本比率 (％） 59.3 57.4 56.9

営業活動によるキャッシュ・

フロー
(百万円） △164 △489 △282

投資活動によるキャッシュ・

フロー
(百万円） △60 △114 173

財務活動によるキャッシュ・

フロー
(百万円） △93 300 △194

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
(百万円） 1,706 1,465 1,726

 

回次
第79期
第２四半期
連結会計期間

第80期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）
(円） △1.72 6.42

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第79期第2四半期連結累計期間、第80期第2四半期連結累計期間及び第79期(平成26年3月期)の潜在株式調整

後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（省略）

 

（２）財政状態の分析

　　（訂正前）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は9,539百万円となり、前連結会計年度末（以下「前期末」という）に比

べ328百万円増加しました。

　流動資産は前期末に比べ45百万円増加の6,486百万円、固定資産は同282百万円増加の3,053百万円となりまし

た。流動資産増加の主な要因は、その他流動資産の増加によるものであり、固定資産の増加は、投資有価証券の増

加によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の総負債は4,049百万円となり、前期末に比べ99百万円増加しました。流動負債は

前期末に比べ374百万円減少の2,679百万円、固定負債は同474百万円増加の1,370百万円となりました。流動負債減

少の主な要因は、支払手形及び買掛金が減少したことによるものであり、固定負債の増加は、長期借入金の増加に

よるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前期末比228百万円増加し、5,490百万円となりました。増加の主な要

因は、その他有価証券評価差額金の増加によるものであります。

 

　　（訂正後）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は9,495百万円となり、前連結会計年度末（以下「前期末」という）に比

べ328百万円増加しました。

　流動資産は前期末に比べ45百万円増加の6,442百万円、固定資産は同282百万円増加の3,053百万円となりまし

た。流動資産増加の主な要因は、その他流動資産の増加によるものであり、固定資産の増加は、投資有価証券の増

加によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の総負債は4,049百万円となり、前期末に比べ99百万円増加しました。流動負債は

前期末に比べ374百万円減少の2,679百万円、固定負債は同474百万円増加の1,370百万円となりました。流動負債減

少の主な要因は、支払手形及び買掛金が減少したことによるものであり、固定負債の増加は、長期借入金の増加に

よるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前期末比228百万円増加し、5,446百万円となりました。増加の主な要

因は、その他有価証券評価差額金の増加によるものであります。
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第４【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,744 1,454

受取手形及び売掛金 2,332 2,191

商品及び製品 524 693

仕掛品 278 321

原材料及び貯蔵品 1,355 1,446

繰延税金資産 81 71

その他 122 307

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 6,441 6,486

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 699 740

機械装置及び運搬具（純額） 133 136

土地 710 710

その他（純額） 113 124

有形固定資産合計 1,656 1,712

無形固定資産 72 64

投資その他の資産   

投資有価証券 890 1,136

長期貸付金 2 2

繰延税金資産 35 －

その他 136 161

貸倒引当金 △24 △24

投資その他の資産合計 1,040 1,276

固定資産合計 2,770 3,053

資産合計 9,211 9,539

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,634 1,432

短期借入金 734 610

1年内返済予定の長期借入金 100 100

未払法人税等 247 205

未払費用 67 82

賞与引当金 32 60

工場移転損失引当金 65 －

その他 171 188

流動負債合計 3,054 2,679

固定負債   

長期借入金 250 677

長期預り保証金 195 184

繰延税金負債 146 197

役員退職慰労引当金 7 8

退職給付に係る負債 254 258

その他 41 42

固定負債合計 895 1,370

負債合計 3,949 4,049
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,609 1,609

資本剰余金 1,865 1,865

利益剰余金 1,786 1,825

自己株式 △233 △233

株主資本合計 5,027 5,066

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 303 472

為替換算調整勘定 △18 △2

退職給付に係る調整累計額 △50 △45

その他の包括利益累計額合計 234 423

純資産合計 5,261 5,490

負債純資産合計 9,211 9,539
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　　（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,744 1,454

受取手形及び売掛金 2,332 2,191

商品及び製品 524 693

仕掛品 278 321

原材料及び貯蔵品 1,311 1,402

繰延税金資産 81 71

その他 122 307

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 6,397 6,442

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 699 740

機械装置及び運搬具（純額） 133 136

土地 710 710

その他（純額） 113 124

有形固定資産合計 1,656 1,712

無形固定資産 72 64

投資その他の資産   

投資有価証券 890 1,136

長期貸付金 2 2

繰延税金資産 35 －

その他 136 161

貸倒引当金 △24 △24

投資その他の資産合計 1,040 1,276

固定資産合計 2,770 3,053

資産合計 9,167 9,495

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,634 1,432

短期借入金 734 610

1年内返済予定の長期借入金 100 100

未払法人税等 247 205

未払費用 67 82

賞与引当金 32 60

工場移転損失引当金 65 －

その他 171 188

流動負債合計 3,054 2,679

固定負債   

長期借入金 250 677

長期預り保証金 195 184

繰延税金負債 146 197

役員退職慰労引当金 7 8

退職給付に係る負債 254 258

その他 41 42

固定負債合計 895 1,370

負債合計 3,949 4,049
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,609 1,609

資本剰余金 1,865 1,865

利益剰余金 1,741 1,781

自己株式 △233 △233

株主資本合計 4,983 5,022

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 303 472

為替換算調整勘定 △18 △2

退職給付に係る調整累計額 △50 △45

その他の包括利益累計額合計 234 423

純資産合計 5,217 5,446

負債純資産合計 9,167 9,495
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